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ネガワット取引の概要



ディマンドリスポンス（DR）導入の背景について

種類 概要

需要増加
・再生可能      導入拡大 伴 電力 供給過多状態 陥  際 ，需要家に対し
電力 消費増加 促    電圧や周波数等の電気の品質安定化に資するものとしての

・従来 電力     ，電力需要 所与      ，電力供給      行       視点   取組 中心     

・東日本大震災を契機に，電力供給 制約 集中型電力     持 課題 明     ，従来 電力消費量 削減 
 省   強化     ，電力供給状況 応       消費     変化     ，いわゆるディマンドリスポンスの重
要性 強 認識            
需要パターンの変化には「需要増加」と「需要削減」の２通りが考えられる。

ディマンドリスポンス（DR）とは 3

需要増加 電力 消費増加 促    ，電圧や周波数等の電気の品質安定化に資するものとしての
活用が考えられている。

需要削減
・効果的        行    需給  迫 解消 寄与      ，非効率 火力発電
の焚き増しや維持，及    電源 新設等 不要      中長期的  発電容量 
合理的 規模 維持 ，安定供給を実現することにつながると期待されている。

・ 「需要削減」の取組として，電気事業者やネガワット事業者（アグリゲーターまたは，需要家）と需要家の間の契約に基づき，
電気事業者等   要請 応  行  電力 需要削減 量 容量 取引  取組 ネガワット取引という。



ネガワット取引とは

○ネガワットとは
・負（     ） 電力（   ） 意味  造語で，電力 利用者が需要抑制（節電）した電力を発電  電力 同等
の価値 見  考え方。
○ネガワット取引とは
・節電等により生   電力       を，小売電気事業者等が買い取ったり，市場で売買されることを「ネガワット取引」とい
う。 ネガワット要請時間

（需要ピーク時間帯）（kW）需要抑制イメージ

ネガワット取引について

4

節電による
負荷削減量

報酬の支払
い対象＝

※ベースラインとは需要家が節電      場合 想定   電力使用量 （30分コマ毎に設定）
※        電力使用量 引  電力量 節電量（需要抑制実績）となる。

・需要家 節電  電力量（     ） 対し小売電気事業者等が対価を支払うため，需要ピーク時に自発的な節電が
見込    
・ピーク時の需要を抑制することにより，ピーク時に稼動していた発電所 稼動抑制，維持管理，更新 不要となる。

期待される効果



ネガワット取引の概要図

ネガワット取引とは，需要者の需要を抑制することで得   電力量（需要抑制量） ，発電  電力量
 同等 価値   供給力     取引    
     取引   得   供給力 ，小売電気事業者 供給力，   一般送配電事業者 調整力
として活用

ネガワット事業者

発電所
ネガワット取引の概要図 ディマンドリスポンス（ＤＲ）

電力供給状況 応       消費     
変化させること

小売 供給力   販売 小売電気事業者

5

需要者

送配電設備

11:30 12:00 12:30  13:00  13:30  14:00  14:30  15:00  15:30  16:00 (時間)

(MW)

3.0

2.0

1.0

0

実需要
需要抑制しない
場合の想定需要

ベースライン
需要抑制しない場合に想定
   需要量（基準値）
過去の需要データにより算出指令 基  

需要抑制

需要
抑制

調整力   販売

DR指令

ネガワット取引
・需要抑制により余った電気を
発電した電気と同等の価値
があるものとみなして取引

一般送配電事業者
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ネガワット取引の分類およびスキーム



ネガワット取引の分類

     取引 ，需要抑制量の調達の目的や買い手に応じて，以下のとおり分類される。
調達目的 類型 買い手 調 達 内 容

小売 同時同量達成
１① 小売 自  需要 対  供給力 代     ，自らの顧客に需要抑制 指令
１② 小売 自  需要 対  供給力 代     ，他の小売の顧客からネガワットを調達

送配電 調整力 ２ 送配電 エリアの需給調整のため，調整力   ネガワットを調達

7



【参考】各分類別の契約形態
（第4回ERAB検討会資料  ）

8



ネガワット取引の取引スキーム

ネガワットの取扱いは，取引の形態に応じて，以下の３つの取引スキームに分類される。
平成２９年４月１日  ，直接協議     導入     ，確定数量    ，第３者仲介   
ムも準備が整い次第，平成２９年中目途の実施を予定している。

スキーム 直接協議 確定数量契約 第３者仲介
売上げ補填等
の協議の形態

・小売とネガワット事業者間で，
直接協議

・小売とネガワット事業者間で，
協議 省略 可能 ・協議の手続きを第３者が仲介

ねらい 売上 補填額 適切性 確保      定  数量 電気料金 確定
    ，      自由 利用可能

 補填額 協議 契約手続 等 不要
 取引 匿名性 持      可能
   ，制度 導入促進 期待

実施時期 平成２９年４月１日 平成２９年中目途 平成２９年中目途

9

第３者

確定数量 第３者仲介

需要者

小売Ａ

あらかじめ定めた
電気供給量 契約
（確定数量契約）

需給
契約

ネガワット
調整金契約
直接協議

小売Ａ

ネガワット契約
需要者

ネガワット事業者

ネガワット契約

需要者

需給
契約

ネガワット
調整金精算

小売Ａ

ネガワット契約

ネガワット
調整金精算

JEPXなど

契約・手続き等の仲介

契約・手続き
等の仲介

H29.4.1  先行  開始 H29.4.1以降，準備 整 次第開始

ネガワット事業者

ネガワット事業者

直接協議



類型１②直接協議スキームの契約形態

（電力広域的運営推進機関 ネガワット取引 関  説明会資料  ）

10
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需要抑制量調整供給契約に必要となる
契約の要件



需要抑制量調整供給契約 必要   契約 要件

     事業者      取引 行 場合 ，以下 ４要件 満     省令等 手当   ，託
送供給等約款    需要抑制量調整供給契約    ，確認     求       
要件①：需要家 対  需要抑制 関  計画 策定 ，指令 適時適切 出     
要件②：電力 安定  適正 供給   適切 需給管理体制 情報管理体制 保有     
要件③：需要家保護 観点  適切 情報管理体制 保有     
要件④：需要抑制 対象   需要家 通常電力 供給  小売電気事業者       供給 

  不利益 被        ，当該需要抑制分 相当  売上  補填    ，小売
電気事業者に対して必要な措置を講ずることができること。（     調整金 契約確認）

12
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      料金制度



      料金 算定    

需要抑制は，あらかじめ定めた需要想定値（＝ベースライン）を基準に，抑制を実施。
一般送配電事業者は，ネガワット事業者 事前 立   需要抑制の計画値」と，「需要抑制の実績
値   不足 超過    ，      供給 実施 
現行       精算同様，卸電力取引所 市場価格 連動        料金単価 用  精算 

計画（需要抑制 行 前）
（ネガワット事業者があらかじめ設定および通知） 実績（需要抑制 行  後）

過去の需要データなどを元に予め算出された
値で，需要抑制しなかった場合に想定され
 電力消費量（ＢＬ） 設定

未達分は，
・一般送配電事業者がインバランス
供給を実施。

14

ベースライン（ＢＬ）

需要抑制
実績値

需要実績値需要抑制後の
小売の需要計
画値

需要抑制
計画値

抑制未達分

 電力消費量（ＢＬ） 設定 供給を実施。
・卸電力取引所の市場価格に連動した
      料金単価  ，精算 

100

0

50

需要抑制

(kW)

不足      
発生



インバランス供給のイメージ

一般送配電事業者

① 小売Ｂ 自  需要者 対  供給力確保   ，     事業者 ，(20)のネガワット調達を依頼

③ 需要抑制 指令 受けた小売Aの需要者 ，予定時刻 需要抑制 実施 結果：抑制指令(20)に
対して，(10)の需要抑制を達成。⇒(10)未達

④ 一般送配電事業者は，需要抑制未達分の(10) 電気    ，      供給 行  
⑤ 小売Ａの需要者が(10) 需要抑制 行       発生した，発電者 余剰電力(10)と，
一般送配電事業者のインバランス供給(10)が，小売Bの需要者へ供給される。
  ，      供給 係 精算      事業者 行  

余剰電力10＝ネガワット

(本ケース）小売Bの求めに応じ，ネガワット事業者を通じて，小売Ａの需要者で生じたネガワットを取引

② ネガワット事業者が，小売Aから電気の供給を受ける小売Ａの需要者(ネガワット 行 需要者)に(20)
 需要抑制 指令

15

100
発電

100 卸料金

90
供給

ネガワットの
対価 10

90の
電気
料金

ネガワット
10

発電者は
計画どおりに発電

20
供給

20の
電気
料金

調整金
10

20の
特定卸
料金

３

一般送配電事業者

小売Aの需要者
(      行 需要者)

発電者
小売Ａ

小売Ｂ

小売Bの
需要者

抑制指令
20

ネガワット事業者

10

ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ
供給
10

ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ料金
(市場価格)
10

５

ネガワット契約

余剰電力10＝ネガワット

ネガワット
調整金契約

４

電気 流 ：

 金 流 ：
ﾈｶﾞﾜｯﾄ 流 ：

依頼または指令：

需要抑制量
調整供給契約

１

ネガワット
調達を
依頼 20

特定卸
供給契約

ネガワット
20

２

需要
抑制



インバランスの算定方式 16

インバランスの算定方式は２方式を設定。方式１では，ベースライン・需要抑制計画・需要実績の値を用いて，インバラン
  負担 小売電気事業者      事業者         負担    判定 ，           量 算定 
方式２では，上記の判定にかかわらず，ネガワット事業者が全て負担することになる。

方式１ 方式２
需要実績が
ＢＬを超過
(需要増)

需要実績が
抑制計画内
(抑制達成・未達)

需要実績が
抑制計画超過
（抑制量超過）

需要実績が
ＢＬを超過
（需要増）

需要実績が
抑制計画内
(抑制達成・未達)

需要実績が
抑制計画超過
（抑制量超過）

BL BL BL BL BL BL

抑制
計画

抑制
計画

抑制
計画

抑制
計画

抑制
計画

抑制
計画

小売のインバランス 不足

不足不足

不足

小売のインバランス

不足
BL超過

抑制超過

抑制計画内

ネガワット事業者
のインバランス小売のインバランス「0」

      発生量

需
要
抑
制
量

余剰

不足

BL超過

抑制超過

抑制計画内

0 0 0 0 0 0
緑線は，計画通りに需要抑制が達成した場合を示す。 赤線は，実際の需要実績を示す。

計画 計画 計画 計画 計画 計画

小売の
インバランス ネガワット事業者のインバランスネガワット事業者のインバランス 余剰

不足不足

余剰

ネガワット事業者
のインバランス小売のインバランス

      発生量

需
要
抑
制
量

余剰



       算定例 17

前項で説明したインバランスの算定式は以下のとおり。

方式１（小売とネガワット双方で負担） 方式２（全てネガワットが負担）
小売インバランス ネガワットインバランス 小売インバランス ネガワットインバランス

需要実績がＢＬを超過  接続対象電力量＝
需要実績×損失率

－抑制計画
＝150－50＝100

・接続インバランス＝
接続対象電力量

－需要計画
＝100－50＝50

 抑制電力量＝0

＝0

・抑制インバランス＝
抑制計画
－抑制電力量
＝50－0＝50

 接続対象電力量＝
ベースライン
－抑制計画

＝100－50＝50

・接続インバランス＝
接続対象電力量

－需要計画
=50－50＝ 0

 抑制電力量＝
ベースライン
－需要実績×損失率
＝100－150＝▲50
負となる場合は，「0」とする。
・抑制インバランス＝
抑制計画
＋需要実績×損失率

－ベースライン
＝50＋150－100＝100

※緑線は，計画通りに需要抑制が達成した場合を示す。赤線は，実際の需要実績を示す。

0

BL100
抑制
計画 50

需要実績×ﾛｽ=150

※需要抑制量調整受電電力量(送電端) 表記  抑制電力量  する。

※複数地点は，需要実績
×損失率(ﾛｽ)の合計値とする。

※需要実績=接続供給電力量

(例)ベースライン(BL)：100，需要抑制計画(需要抑制量調整受電計画電力量)：50，需要計画：100⇒50(抑制計画の通知を受け修正)

・不足      ５０ ・不足      ５０ ・インバランス「０」
50＋150 100 100

・不足      10０

需要実績が抑制計画内  接続対象電力量＝
ベースライン
－抑制計画

＝100－50＝50
・接続インバランス＝
接続対象電力量

－需要計画
=50－50＝ 0

・インバランス「０」

 抑制電力量＝
ベースライン
－需要実績×損失率
＝100－80＝20

・抑制インバランス＝
抑制計画
－抑制電力量
＝50－20＝30

・不足      ３０

 接続対象電力量＝
ベースライン
－抑制計画

＝100－50＝50
・接続インバランス＝
接続対象電力量

－需要計画
=50－50＝ 0

・インバランス「０」

 抑制電力量＝
ベースライン
－需要実績×損失率
＝100－80＝20

・抑制インバランス＝
抑制計画
－抑制電力量

＝50－20＝30
・不足      ３０

需要実績が抑制計画超過  接続対象電力量＝
需要実績×損失率
＝20

・接続インバランス＝
需要計画
－接続対象電力量
=50－20＝30

・余剰インバランス ３０

 抑制電力量＝
抑制計画

＝50

・抑制インバランス＝
抑制計画
－抑制電力量

＝50－50＝ 0
・インバランス 「０」

 接続対象電力量＝
ベースライン
－抑制計画

＝100－50＝50
・接続インバランス＝
接続対象電力量

－需要計画
=50－50＝ 0

・インバランス「０」

 抑制電力量＝
ベースライン
－需要実績×損失率
＝100－20＝80

・抑制インバランス＝
抑制電力量

－抑制計画
＝80－50＝30

・余剰インバランス ３０

0

0

BL100

抑制
計画 50

需要実績×ﾛｽ=80

0

BL100
抑制
計画 50

需要実績
×ﾛｽ=20



■ インバランスの算定に関して，小売電気事業者およびネガワット事業者には以下の実績を提供します。
提供時期：料金請求時

インバランスの算定に関して 18

（電力広域的運営推進機関 ネガワット取引業務に関  運用事例集  ）



■ インバランスの算定に関して，小売電気事業者およびネガワット事業者には以下の実績を提供します。
提供時期：料金請求時

インバランスの算定に関して 19

（電力広域的運営推進機関 ネガワット取引業務に関  運用事例集  ）



インバランス料金制度の概要
■ 同時同量 達成    場合 発生  差分（      ） 対  料金 ，発電量調整供給 
接続供給          料金単価 同一   

20

β：      精算単価          間 生        乖離 一定程度緩和  
調整項（沖縄は「０」）

      料金単価＝スポット市場価格と１時間前市場価格の加重平均値 × α ＋ β

◆      料金 ，以下 算定式   ，３０分毎 単価 変動  す。

A 需要抑制量調整受電計画差対応余剰電力量
需要抑制量調整受電計画差対応補給電力量

α：系統全体の需給状況に応じた調整項

一致 時間
B

B

A

需要抑制量調整

需要抑制量調整
受 電 電 力 量

余剰

B 需要抑制量調整受電計画差対応補給電力量
（詳細算定方法はP17を参照）

◆      料金 ，当社ＨＰ  公開      

https://www.okiden.co.jp/business-support/service/consignment/imbalance/index.html

需要抑制量調整
受電計画電力量不足
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バランシンググループ（ＢＧ）



需要抑制ＢＧの組成パターンについて
需要抑制ＢＧ（バランシンググループ）は，原則として１需要場所１ＢＧ（同一の一般送配電事
業者の供給設備に接続）に属するものとします。
また，低圧で電気の供給を受ける需要場所は１ＢＧに属するものとします。
複数の需要場所で１ＢＧを希望される場合，「（小売）契約者が同一」で「インバランス精算方式
が同一」かつ「１ベースライン」となる場合に限り，複数需要場所を１ＢＧに属することが可能です。

小売A

需要者１

１需要場所で１ＢＧの場合

小売A

需要者１

１需要場所で複数ＢＧの場合

ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ

ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ
精算

複数需要場所で１ＢＧの場合

需要抑制BG
小売A

ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ
需要抑制BG

需要者１ 需要者２

需要抑制BG

ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ
精算
方式１

ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ
精算

※需要抑制ＢＧ   組成可能     例

22

需要者１

ネガワット事業者
ＤＲ指令

需要者１

ネガワット事業者a ネガワット事業者b

複数需要場所に対して複数の契約者の場合

精算
方式１

ＤＲ指令 ＤＲ指令

小売B
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ

需要者１ 需要者２

ネガワット事業者
ＤＲ指令ＤＲ指令

小売A

需要者１ 需要者２

ネガワット事業者
ＤＲ指令ＤＲ指令

ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ1 小売A

需要者１ 需要者２

ネガワット事業者
ＤＲ指令ＤＲ指令

需要者１ 需要者２

ネガワット事業者
ＤＲ指令ＤＲ指令

小売A
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ2 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ

複数需要場所，複数のﾍﾞｰｽﾗｲﾝの場合 複数需要場所，複数のｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ精算方式の場合

精算
方式１

精算
方式１

ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ
精算
方式１

ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ
精算
方式１

ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ
精算
方式１

ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ
精算
方式2

※需要抑制ＢＧ   組成出来      例

需要抑制BG需要抑制BG需要抑制BG
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＜暫定運用時の需要抑制計画イメージ＞

需要抑制BGコード XXXXX
需要抑制BG名称 抑制３

需要抑制契約識別番号１ XXXXX
需要BGコード（取引先BGコード） XXXXX
需要BG名称（取引先BG名称） 需要X

小売事業者コード XXXXX
小売事業者名称 小売３

優先順位 1
プロラタ内優先順位 -

供給地点特定番号 AAA BBB CCC DDD EEE FFF GGG
需要抑制契約識別番号２ aaaaaa bbbbb ccccc ddddd eeeee fffff ggggg
ベースライン（地点毎） 1000 5000 3000 1000 500 2000 4000
ベースライン（抑制BG計） 4000

需要抑制計画値

9000 3500

1 -

XXXXX XXXXX
抑制１ 抑制２
XXXXX XXXXX
XXXXX XXXXX
需要X 需要X
XXXXX XXXXX
小売１ 小売２

99 99

需要抑制計画

送信者コード 8XXXX
送信者名称 ネガワット事業業者Ａ

提出先事業者コード XXXXX
提出先事業者名称 一般送配電事業者X

需要抑制計画作成時 留意点

①需要抑制ＢＧ
小売電気事業者毎，      切 分 方式毎 個別 需要抑制BGとしてください。
インバランスは需要抑制BG単位で計算されます。

② 供給地点特定番号
供給地点特定番号は，需要者毎に１件ずつ記載が必要です。

③ベースライン（地点毎）
一般送配電事業者がベースラインを評価するために必要となります。

※ 複数の需要地点を１ＢＧとする場合において，一部の需要地点でのみ需要抑制する場合においても，全ての需要地点の
ベースラインを記載いただくことが必要となります。なお，ＢＧ単位で需要抑制を実施されない場合は，需要抑制計画
とベースラインは「ゼロ」と記載いただくことが必要となります。

④抑制計画値抑制ＢＧ合計
需要抑制量調整供給契約期間中 ＢＧ単位 需要抑制 実施    場合 ，抑制計画値抑制ＢＧ合計      記載  提
出して頂く必要があります。

※ 抑制計画値抑制ＢＧ合計      記載頂  場合       量 ，需要抑制量調整契約（     ）側    ，託送供給
契約側に仕分けします。（接続対象計画差対応補給[余剰]電力量 算出  ，需要抑制量調整受電計画差対応補給[余剰]電力
量 発生           具体的なイメージは次項のとおりです）

ベースライン（抑制BG計） 4000
抑制計画値 200 800 500 100 50 250 600
抑制計画値抑制BG合計 600
抑制計画値抑制契約者合計

9000 3500

1500 400
2500

※       ，抑制計画値 日毎４８   必要（図中 簡略化   ，省略）



（参考）需要抑制計画を「０」とした場合の仕分けイメージについて 24

小売電気事業者      事業者 対        量 仕分  発生 仕分けなし
方式１（小売とネガワット双方で負担） 方式２（全てネガワットが負担） －
小売インバランス ネガワットインバランス 小売インバランス ネガワットインバランス 小売インバランス

抑制計画≠０ケース  接続対象電力量
＝需要実績×損失率

－抑制計画
＝110－20＝90

・接続インバランス
＝接続対象電力量

－需要計画
＝90－80＝10

 抑制電力量
＝0

・抑制インバランス
＝抑制計画
－抑制電力量

＝20－0＝20

 接続対象電力量
＝ベースライン

－抑制計画
＝100－20＝80

・接続インバランス
＝接続対象電力量

－需要計画
=80－80＝ 0

 抑制電力量
＝ベースライン
－需要実績×損失率
＝100－110＝▲10
負となる場合は，「0」
とする。
・抑制インバランス
＝抑制計画
＋需要実績×損失率

－ベースライン

－

※緑線は，需要抑制計画
赤線は，需要実績を示す。

BL100
抑制
計画

20

需要実績×ﾛｽ=110

需要計画=80

※需要抑制量調整受電電力量(送電端) 表記  抑制電力量  する。

※複数地点は，需要実績
×損失率(ﾛｽ)の合計値とする。

※需要実績
=接続供給電力量

・不足      1０ ・不足      2０ ・インバランス 「０」

＝20＋110－100
＝30
・不足      3０

抑制計画＝０ケース  接続対象電力量
＝需要実績×損失率

－抑制計画
＝110－0＝110

・接続インバランス
＝接続対象電力量

－需要計画
＝110－100＝10

・不足      1０

 抑制電力量
＝0

・抑制インバランス
＝抑制計画
－抑制電力量

＝0－0＝0

・インバランス 「０」

 接続対象電力量
＝ベースライン

－抑制計画
＝100－0＝100

・接続インバランス
＝接続対象電力量

－需要計画
=100－100＝ 0

・インバランス 「０」

 抑制電力量
＝ベースライン
－需要実績×損失率
＝100－110＝▲10
負となる場合は，「0」
とする。
・抑制インバランス
＝抑制計画
＋需要実績×損失率

－ベースライン
＝0＋110－100
＝10
・不足      10

 接続対象電力量
＝需要実績×損失率
＝110

・接続インバランス
＝接続対象電力量

－需要計画
＝110－100＝10

・不足      1０

0

需要計画=80
（100から80に修正）

需要計画=100

0

BL100

抑制
計画 0

需要実績×ﾛｽ=110

抑制計画 ０ 場合 ，小売電気事業者側         量 発生    
（需要抑制量調整供給契約         量 算定     ，     事業者        発生     ）

※緑線は，需要抑制計画
赤線は，需要実績を示す。



小売電気事業者への
需要抑制計画・ベースラインの通知
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需要抑制計画・ベースラインの通知



ネガワット事業者から小売電気事業者への通知について

ネガワット事業者の需要抑制計画については，需要抑制 行 需要者 電力需給契約 締結    小売電気事
業者（※）の需要計画・販売計画に反映させる必要が  ，不整合のない正確な計画の提出が必要となります。
なお，ネガワット事業者から小売電気事業者（※）への需要抑制計画等の連絡方法，連絡項目及び通知期限は
予め小売電気事業者（※）と取り決めする必要があります。
※代表者契約制度 場合 代表契約者

第４回     実務者会議資料  
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計画不整合時 取扱     
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計画不整合時 取扱     
ネガワット事業者が提出した需要抑制計画・需要調達計画（暫定運用）において，需要抑制計画内 不整合
（抑制計画≠調達計画，調達計画≠販売計画）が  ，不適当と認められる場合は，以下のルールに基づきイン
    料金 精算 行    
なお，需要抑制計画内 不整合    場合は，一般送配電事業者からネガワット事業者及び小売電気事業者
 不整合情報 提供     ので，計画不整合 伴 各事業者 発生  費用精算 当事者間 対応   
くことになります  ， 留意ください。

＜計画間の整合チェック＞（調達・販売計画を修正）
①取引の相手方とのチェック ⇒ 値が小さい方に整合させる。
＜計画内の整合チェック＞（需要抑制計画を修正）
②需要抑制計画内の調達・販売をチェック ⇒ 差分を需要抑制計画※に加減算させる。
（調達＜販売の場合は加算，調達＞販売の場合は減算）
※修正した需要抑制計画は，みなし需要抑制計画と定め，需要抑制インバランスの計算のみに使用。

託送供給等約款別表８
需要抑制契約者 需要抑制計画修正（需要抑制量調整供給）
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ネガワットＸ（需要抑制計画）
ＢＬ 80

抑制 60 60
⇒80

調達 小売Ａ 70
⇒60

販売 小売B 80

小売Ａ
需要 100 ⇒ 40
調達 発電Ａ 100
販売 ﾈｶﾞX 60

需要抑制（60）
で通知）の要請を
受け修正

※修正した需要抑制計画は，みなし需要抑制計画と定め，需要抑制インバランスの計算のみに使用。

①取引の相手先との整合
70＞60
＝小さい方（60）

②抑制計画内の整合
（調達計と販売計の整合）
調達計＜販売計 不整合（20）
＝抑制計画に加算


